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近
代
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
歴
史
の
真
実
と
認
識
の
「
真
実
」

─
─
ブ
フ
ヘ
シ
ク
の
死
因
に
対
す
る
異
論
─
─

周　
　
　
　
　

太　
　

平

　

近
代
モ
ン
ゴ
ル
の
著
名
な
出
版
活
動
家
で
、
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
日
本
人
に
毒
殺
さ
れ
た
剛
毅
な
文
化
人
と
い
う
噂
で
も
知
ら

れ
る
ブ
フ
ヘ
シ
ク
（Bökekesig
）
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
文
学
、
教
育
、
新
聞
、
出
版
な
ど
の
分
野
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

ブ
フ
ヘ
シ
ク
（
一
九
〇
二
～
一
九
四
三
、
漢
語
名
：
梁
玉
嵐
、
梁
萃
軒
）
は
、
旧
満
洲
国
興
安
西
省
の
ジ
リ
ム
盟
ナ
イ
マ
ン
旗
、
ベ

ヘ
オ
ソ
・
ア
イ
ル
（Beke usu ayil

）
村
の
ダ
ル
ト
（D

alut

）
氏
の
出
身
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
に
故
郷
の
小
学
校
を
卒
業
し
、
一

九
二
二
年
に
直
隷
省
立
の
朝
陽
中
学
校
を
修
了
し
た
。
一
九
二
三
年
に
北
京
の
露
文
大
学
（
一
九
二
四
年
法
政
大
学
と
改
称
）
法
学
部

に
入
学
し
、
一
九
二
六
年
に
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
を
設
立
し
た
。
北
京
滞
在
中
の
一
九
二
五
年
、
彼
は
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
に
入
っ

た
。
一
九
三
〇
～
三
二
年
、
北
平
蒙
蔵
学
校
の
教
師
を
務
め
、
の
ち
に
世
界
的
東
洋
学
者
と
な
っ
た
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
（
ド
イ
ツ
）、
ラ
テ

ィ
モ
ア
（
ア
メ
リ
カ
）
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
語
を
教
え
た
。
一
九
三
三
年
に
満
洲
国
興
安
西
省
の
所
在
地
で
あ
る
開
魯
に
来
て
、
省
公
署
文

教
課
長
に
就
任
。
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
も
北
平
か
ら
開
魯
に
移
転
し
て
、『
オ
ラ
ー
ン
・
バ
ラ
』（U

la γan bars

、
丙
寅
）
誌
を
発
行
し

た
。
こ
の
時
期
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
活
字
印
刷
事
業
が
活
発
に
進
む
な
か
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
文
学
作
品
や
歴
史
に
関
す
る
出
版
物
が
多
く

（
1
）



近代内モンゴルにおける歴史の真実と認識の「真実」

（阪大法学）65（1-293）　293 〔2015. 5 〕

出
さ
れ
た
。
ブ
フ
ヘ
シ
ク
が
自
ら
執
筆
し
た
『
日
本
の
教
育
見
学
日
誌
』
も
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
彼
は
モ
ン
ゴ
ル
語
と
日
本
語
の
補

習
学
校
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
の
運
営
を
担
い
そ
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
一
九
三
八
年
、
開
魯
国
民
高
等
学
校
が

設
立
さ
れ
校
長
に
任
命
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
興
安
西
省
実
業
庁
長
（
兼
文
教
課
長
）
に
就
任
す
る
も
、
一
九
四
三
年
に
死
去
し
た
。

　

ブ
フ
ヘ
シ
ク
の
社
会
的
活
動
は
、
一
般
に
北
京
時
代
と
開
魯
時
代
に
分
け
ら
れ
る
。
一
九
三
三
年
に
北
平
か
ら
帰
郷
し
満
洲
国
で
モ

ン
ゴ
ル
人
の
文
化
啓
蒙
事
業
に
尽
力
し
た
開
魯
時
代
は
彼
の
生
涯
に
お
け
る
最
も
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
充
実
し
た
業
績
を
残
し
て
い

る
。

　

ダ
ワ
オ
ッ
ソ
ル
の
述
懐
に
よ
れ
ば
、「
ブ
フ
ヘ
シ
ク
は
北
平
に
い
る
時
、
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
を
設
立
す
る
と
と
も
に
『
オ
ラ
ー
ン
・

バ
ラ
』
誌
の
発
行
を
準
備
し
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
同
誌
の
創
刊
は
彼
が
開
魯
に
来
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
」
と
い
う
。
ハ
イ
シ

ッ
ヒ
も
、
ブ
フ
ヘ
シ
ク
は
「
モ
ン
ゴ
ル
文
化
と
民
族
の
保
持
の
た
め
に
、
日
本
人
の
支
援
を
受
け
つ
つ
か
れ
の
出
版
社
を
、
東
部
モ
ン

ゴ
ル
で
経
営
し
た
」
と
明
言
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
近
代
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
満
洲
国
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
華

民
国
政
府
の
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
蒙
地
開
墾
、
と
り
わ
け
張
学
良
政
権
の
興
安
屯
墾
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
土
地
を
奪
わ
れ
、

深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
勃
発
し
た
「
満
洲
事
変
」
に
よ
っ
て
、
東
モ
ン
ゴ
ル
人
は
、
よ
う
や
く
新
し

い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
満
洲
国
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ン
ゴ
ル
文
化
啓
蒙
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
モ

ン
ゴ
ル
人
居
住
地
域
で
あ
る
興
安
振
興
の
一
環
と
し
て
蒙
古
会
館
、
蒙
民
厚
生
会
、
蒙
民
裕
生
会
が
設
立
・
組
織
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
人

の
た
め
に
多
く
の
学
校
、
病
院
、
文
化
設
備
が
作
ら
れ
た
。
当
時
満
洲
国
で
発
行
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
刊
行
物
『
フ
フ
・
ト
グ
』
紙
に

よ
る
と
、
一
九
四
一
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
間
に
興
安
四
省
を
は
じ
め
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
地
域
に
お
い
て
、
各
種
の
学
校
四
十
六
校

が
建
て
ら
れ
た
。

（
2
）
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日
本
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
政
策
を
否
定
的
に
捉
え
て
き
た
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
氏
も
、
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
た
し
か
に
、
日
本
人
は

は
じ
め
の
う
ち
、
教
育
を
受
け
た
い
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
人
の
願
望
に
極
め
て
す
ば
や
く
手
を
う
っ
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
興
安
東
省
の

モ
ン
ゴ
ル
人
区
域
に
は
千
以
上
の
小
学
校
と
一
六
の
上
級
学
校
が
で
き
た
。
教
師
に
は
日
本
人
も
モ
ン
ゴ
ル
人
も
お
り
、
五
万
人
を
越

え
る
生
徒
が
こ
れ
ら
の
学
校
で
学
ん
だ
。
蒙
古
連
合
政
府
で
も
、
状
況
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
学
校

教
育
に
関
す
る
例
で
あ
る
が
、
一
九
三
七
～
三
八
年
の
『
オ
ラ
ー
ン
・
バ
ラ
』
を
見
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
が
日
本
人
の
支
援
を
受

け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ブ
フ
ヘ
シ
ク
は
、
一
九
四
三
年
一
月
一
三
日
に
開
魯
で
死
去
し
た
。
こ
れ
は
興
安
西
省
実
業
庁
長
に
な
っ
て
か
ら
二
年
後
の
こ
と
で

あ
る
。
享
年
四
二
歳
。
彼
の
死
因
に
つ
い
て
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
研
究
者
が
主
張
す
る
「
日
本
人
に
殺
害
さ
れ
た
」
と
す
る
の
が
通
説

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
資
料
や
関
係
者
の
回
想
文
を
見
る
か
ぎ
り
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
日
本
人
に
よ
る
毒
殺
、
あ
る
い

は
精
神
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
起
因
す
る
病
死
と
い
う
通
説
は
、
史
実
に
基
づ
い
た
見
解
と
は
言
い
難
い
。

　

ブ
フ
ヘ
シ
ク
に
関
す
る
研
究
で
、
彼
の
死
因
に
つ
い
て
詳
し
く
取
り
上
げ
た
の
は
、
エ
ル
デ
ム
ト
と
ボ
ヤ
ン
ト
ク
ト
ホ
の
二
人
が
執

筆
し
た
『
ブ
フ
ヘ
シ
ク
と
彼
の
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
』
で
あ
る
。
こ
の
著
書
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ブ
フ
ヘ
シ
ク
が
死
亡
し
た
直
接
原
因
の
真
相
を
究
明
す
る
た
め
に
、
実
情
に
詳
し
い
多
く
の
年
寄
り
の
方
々
を
訪
れ

た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
見
方
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
つ
は
、
病
死
。
王
家
騄
、
ラ
ブ
ダ
ン
ら
の
お
年
寄
り
の

話
に
よ
れ
ば
、
主
に
自
分
の
仕
事
が
思
う
と
お
り
に
行
か
な
く
な
っ
た
か
、
あ
る
い
は
日
本
人
に
疑
わ
れ
て
そ
の
身
辺
は
監
視
さ
れ

て
い
た
。
加
え
て
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
た
の
で
、
精
神
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
り
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。
も
う
一
つ
の
言
い
方
は
、
日
本
人
が
酒
に
毒
を
混
ぜ
て
殺
害
し
た
と
い
う
。
エ
ル
デ
ニ
ト
ク
ト
ホ
、
金
長
林
、

（
6
）
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ジ
ゲ
ム
デ
、
ジ
ト
グ
ル
ト
ら
の
話
に
よ
る
と
、
彼
は
、
日
本
人
の
宴
会
に
参
加
し
帰
っ
て
来
て
か
ら
緑
色
の
吐
し
ゃ
と
と
も
に
死
亡

し
た
。
以
上
の
二
つ
の
見
方
は
本
質
的
に
同
じ
も
の
だ
。
病
死
と
し
て
も
、
そ
の
病
根
は
日
本
人
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
同
書
は
、
何
の
根
拠
も
な
く
、「
日
本
人
は
ブ
フ
ヘ
シ
ク
に
文
教
課
長
を
や
め
さ
せ
た
」、「
新
京
に
呼
び
出
し
て
詰
問
し
た

と
き
、
日
本
人
は
す
で
に
彼
を
殺
害
す
る
計
画
を
決
め
て
い
た
」
と
断
言
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
七
年
、
フ
フ
バ
ー
ト
ル
氏
は
、
ブ
フ
ヘ
シ
ク
の
死
因
に
つ
い
て
の
ダ
ワ
オ
ッ
ソ
ル
の
回
想
の
な
か
に
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

彼
が
日
本
人
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
噂
は
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
死
ぬ
前
、
私

は
そ
の
年
に
開
魯
へ
彼
を
見
舞
い
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
毎
日
ほ
と
ん
ど
食
事
を
と
ら
ず
、
酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
た
。
彼
は

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
死
ん
だ
の
だ
。
奥
さ
ん
は
私
に
こ
う
言
っ
た
「
主
人
は
食
事
を
し
て
く
れ
な
い
。
何
日
も
食
事
を
し
て
い
な
い
。

酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
る
」
と
。
慢
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
だ
っ
た
の
だ
。
日
本
人
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
嘘
は
「
以
訛
傅
訛
」［
間
違
い

が
次
々
と
伝
播
す
る
こ
と
］
で
あ
る
。

　

こ
の
ダ
ワ
オ
ッ
ソ
ル
の
回
想
は
、「
日
本
人
毒
殺
説
」
を
否
定
し
て
い
る
点
に
新
た
な
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
学
界
や
文
学
界
で
は
、
こ
の
新
た
な
提
起
は
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
テ
ク
ス
チ
ョ
ク
ト
、

王
秀
蘭
著
『
モ
ン
ゴ
ル
語
紙
誌
史
概
説
』（
大
学
教
科
書
、
一
九
九
九
年
）、N

a.
ア
ル
タ
ン
シ
ャ
著
『
モ
ン
ゴ
ル
文
化
名
人
録
』（
一

九
九
八
年
）
な
ど
で
は
相
変
わ
ら
ず
「
日
本
人
に
殺
害
さ
れ
た
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）

（
8
）

（
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）
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日
本
人
殺
害
説
に
は
有
力
な
根
拠
は
一
つ
も
な
く
、
作
為
的
な
判
断
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
一
部
の
研

究
は
「
急
死
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
も
っ
と
具
体
的
な
資
料
の
検
討
を
通
じ
た
確
実
な
実
証
が
要
求
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
誤
っ
た
話
は
、
次
か
ら
次
と
伝
わ
っ
て
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
確
認
で
き
る
事
実
か
ら
は
、
こ
れ
ら

の
説
に
矛
盾
す
る
部
分
が
非
常
に
多
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

▲
ブ
フ
ヘ
シ
ク
は
一
文
化
人
で
あ
り
、
軍
部
や
政
界
に
関
与
す
る
地
位
も
な
く
、
殺
害
さ
れ
る
対
象
に
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

▲
赤
化
運
動
や
独
立
運
動
を
起
こ
す
動
き
も
な
く
、
日
本
軍
に
疑
わ
れ
て
新
京
に
召
還
さ
れ
詰
問
さ
れ
た
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ

る
。

▲
当
時
の
資
料
を
見
る
と
、「
急
死
」
で
は
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
が
深
刻
と
な
り
、
そ
れ
が
少
な
く
と
も
一
年
間
続
い
て
い
た
。

▲
エ
ル
デ
ム
ト
ら
が
言
及
す
る
王
家
騄
は
、
ブ
フ
ヘ
シ
ク
と
同
齢
・
同
郷
で
、
共
に
北
京
で
修
業
時
代
を
過
ご
し
、
患
難
を
と
も
に

し
た
。
こ
の
王
氏
の
回
想
（
未
刊
手
稿
）
と
『
奈
曼
旗
文
史
資
料
』（
一
九
八
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
我
所
知
道
的
布
和
格
什

格
」
の
ど
ち
ら
に
も
「
不
正
常
死
亡
」
と
か
「
日
本
人
に
よ
る
毒
殺
」
と
い
う
内
容
の
記
述
は
な
い
。
逆
に
、
ブ
フ
ヘ
シ
ク
が
主

宰
す
る
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
に
は
多
く
の
日
本
人
も
入
会
し
、
ブ
フ
ヘ
シ
ク
自
身
も
流
暢
な
日
本
語
が
話
せ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

▲
生
涯
に
わ
た
り
ブ
フ
ヘ
シ
ク
と
親
友
関
係
に
あ
っ
た
ダ
ワ
オ
ッ
ソ
ル
の
回
想
も
、
死
因
に
疑
問
を
感
じ
た
と
か
、
日
本
人
と
何
か

微
妙
な
関
係
が
あ
っ
た
と
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
の
ち
に
、「
毒
殺
説
」
や
「
急
死
説
」
に
対
し
て
、
同
氏
は
「
事
実
で
は
な

い
」
と
断
言
し
て
い
る
。

▲
ロ
ル
ゴ
ル
ジ
ャ
ブ
死
後
（
一
九
四
一
年
）、
王
家
騄
は
、
ブ
フ
ヘ
シ
ク
は
仕
事
が
う
ま
く
い
か
ず
、
結
果
精
神
異
常
に
陥
り
、
日

常
的
に
病
気
休
暇
を
と
り
自
宅
で
の
飲
酒
に
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
た
、
体
調
が
悪
化
し
治
療
の
効
果
が
な
く
つ
い
に
病

（
10
）
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死
し
た
と
、
回
想
す
る
。
さ
ら
に
王
氏
に
よ
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
の
財
産
を
処
理
す
る
よ
う
に
ブ
フ
ヘ
シ
ク
は
彼
に
遺
言
を

残
し
た
。

　

ブ
フ
ヘ
シ
ク
は
反
日
的
な
行
動
や
言
論
も
せ
ず
、
逆
に
日
本
に
つ
い
て
専
論
、
旅
行
記
を
書
い
て
、
日
本
社
会
や
日
本
文
化
の
優
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
た
。
ま
た
、
死
後
、『
フ
フ
・
ト
グ
』、『
オ
ラ
ー
ン
・
バ
ラ
』
な
ど
当
時
の
新
聞
記
事
や
追
悼
文
を
検

討
し
て
も
、
死
因
に
疑
問
を
呈
す
る
表
現
は
ま
っ
た
く
見
つ
か
ら
な
い
。
従
っ
て
、
虚
偽
の
「
真
実
」
に
も
と
づ
く
い
わ
ゆ
る
「
死
因

の
究
明
」
と
は
、
戦
後
内
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

い
わ
ゆ
る
「
日
本
人
毒
殺
説
」
は
、
エ
ル
デ
ニ
ト
ク
ト
ホ
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
。
彼
は
「
ブ
フ
ヘ
シ
グ
も
ロ
ル
ゴ
ル
ジ
ャ
ブ
と
同

様
、
日
本
人
の
宴
会
に
赴
い
て
酒
を
飲
み
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
そ
の
晩
に
緑
の
液
体
を
吐
き
出
し
て
亡
く
な
っ
た
」
と
言
い
、
ま
た
ブ

レ
ン
ジ
ャ
ル
ガ
ル
も
わ
け
が
わ
か
ら
ず
急
死
し
た
と
、
日
本
人
毒
殺
説
を
展
開
し
た
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
神
話
や
作
り
話
が
生
ま
れ
た
の
か
。
ブ
フ
ヘ
シ
ク
の
死
だ
け
で
は
な
く
、
ヘ
シ
ン
ゲ
の
失
明
、
メ
ル
セ
ー
、
ロ

ル
ゴ
ル
ジ
ャ
ブ
、
テ
ム
ゲ
ト
、
フ
シ
ン
ガ
、
バ
ヤ
ン
ナ
ム
ル
ら
の
死
に
も
、
こ
の
よ
う
な
作
為
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
て
、
テ
ム
ゲ
ト
も
、
ロ
ル
ゴ
ル
ジ
ャ
ブ
も
、
ブ
フ
ヘ
シ
ク
も
、
ブ
レ
ン
ジ
ャ
ル
ガ
ル
も
す
べ
て
、
日
本
人
の
宴
会
に
招
待
さ
れ

て
酒
を
飲
み
帰
宅
し
て
死
ん
だ
の
だ
と
か
、
日
本
人
が
「
鴻
門
の
会
」
を
行
っ
た
と
か
主
張
す
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
の
侵
略
を
強
調

す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
戦
前
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
は
、
歪
曲
さ
れ
た
歴
史
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
あ

る
種
の
歴
史
叙
述
の
常
套
的
な
や
り
か
た
と
密
接
に
関
係
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
神
話
や
作
為
が
、
戦
後
の
内
モ
ン
ゴ
ル
人
の
歴
史
認

識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
は
、
再
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

戦
後
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
は
確
か
に
日
本
を
敵
と
し
て
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
こ
の
認
識
は
動
か
し
え
な
い

（
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も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
「
真
実
」
が
つ
く
ら
れ
た
。
と
は
言
え
、
そ
れ
は
歴
史
的
事
実
と
は
合
致
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、

歴
史
の
真
実
で
は
な
い
。

　

歴
史
研
究
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
近
代
内
モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
の
影
響
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
二
〇
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
か
ら

モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
と
く
に
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
動
向
は
日
本
と
密
接
に
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
近
代
化
が
進
ん
で
い
た
日
本
は
大
陸
進
出
を
強
め
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
近
代
化
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
独
立
軍
の
編
成
や
近
代
教
育
、
生
産
技
術
の
普
及
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
っ
て
、
満
洲
国
は
、
わ
ず
か
一
四
年
間
で

「
貧·

病·

愚·

乱
」
状
態
に
あ
っ
た
封
建
的
な
社
会
を
近
代
社
会
へ
と
改
造
し
た
。
こ
れ
は
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
は
満
洲
国
時
代
に
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
、
そ
れ
に
中
国
語
と
い
っ
た
外
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
、
近
代
的
な
思
想
に
覚

醒
し
た
知
識
人
が
何
万
人
も
誕
生
し
、
人
口
の
比
率
で
見
れ
ば
一
流
の
技
術
者
の
数
も
中
国
本
土
よ
り
多
い
。

　

し
か
し
、
満
洲
国
の
崩
壊
に
よ
っ
て
情
勢
は
激
変
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
近
現
代
に
お
い
て
構
築
し
て
き
た
歴
史
の
連
続
が
た
ち

切
ら
れ
た
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
、
戦
後
は
「
ヤ
ル
タ
密
約
」
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
民
族
の
自
立
を
目
指
し
た
歴
史
の
一
段
階
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
彼
ら
の
苦
難
な
道
の
り
を
支
え
て
き
た
の
は
、
満
洲
国
時
代
に
経
験
し
た
「
民
族
復
興
の
夢
」
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
に
満
洲

国
の
官
吏
だ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
合
併
し
て
統
一
国
家
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
、
進
撃
し
て
き
た
モ
ン
ゴ

ル
軍
と
各
地
で
協
議
し
た
。
し
か
し
、
ヤ
ル
タ
協
定
は
外
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
を
保
障
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
撤

退
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
南
北
モ
ン
ゴ
ル
（
内
外
モ
ン
ゴ
ル
）
の
統
一
が
阻
ま
れ
た
あ
と
、
旧
満
洲
国
興
安
省
長
ボ
ヤ
ン

マ
ン
ド
を
主
席
と
す
る
東
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
（
一
九
四
六
年
一
月
一
九
日
）
が
成
立
し
、
ま
た
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
に
も
蒙
疆
政
権
の

後
身
で
あ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
臨
時
政
府
（
一
九
四
五
年
九
月
九
日
）
が
成
立
し
た
。

（
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し
か
し
、
情
勢
は
中
共
の
指
導
下
に
あ
っ
た
雲
沢
（
ウ
ラ
ン
フ
）
に
有
利
に
動
い
た
。
一
九
四
七
年
五
月
一
日
、
雲
沢
を
長
と
す
る

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
が
成
立
す
る
と
、
東
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
も
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
臨
時
政
府
も
解
体
さ
れ
た
。
一
九
四
六
年

以
降
、
中
共
は
内
モ
ン
ゴ
ル
騎
兵
軍
内
の
動
揺
・
瓦
解
を
促
し
、
ま
た
雲
沢
を
担
ぎ
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
の
介
入
を
可
能
に
し
、

軍
隊
の
権
力
を
次
第
に
モ
ン
ゴ
ル
民
族
主
義
た
ち
か
ら
剥
奪
し
た
あ
と
、
騎
兵
部
隊
を
解
散
さ
せ
た
。

　

一
方
、
一
九
四
九
年
八
月
一
〇
日
、
徳
王
を
主
席
と
す
る
蒙
古
自
治
政
府
が
成
立
し
た
が
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
一

九
五
〇
年
に
李
守
信
ら
と
と
も
に
外
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
亡
命
を
図
っ
た
が
逮
捕
さ
れ
た
。
一
九
五
二
年
に
北
京
に
引
き
渡
さ
れ
、
戦
犯
と

し
て
禁
固
刑
を
受
け
た
。
ま
た
徳
王
の
ブ
レ
ー
ン
た
ち
は
、「
日
本
特
務
」
の
罪
名
で
処
刑
さ
れ
た
。

　

旧
満
洲
国
の
場
合
は
、
中
共
の
指
導
下
で
暴
力
的
な
土
地
改
革
が
興
安
地
域
に
行
な
わ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
実
力
者
た
ち
に
対
日
協

力
者
や
反
革
命
、
反
八
路
軍
の
罪
を
着
せ
て
処
刑
し
た
。
一
九
五
四
年
一
月
、
中
共
中
央
華
北
局
は
「
蒙
綏
合
併
」
を
決
定
、
内
モ
ン

ゴ
ル
自
治
区
政
府
が
帰
綏
市
に
移
転
し
た
。
東
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
政
治
家
た
ち
が
排
除
さ
れ
、「
延
安
育
ち
」
の
雲
家
派
（
ウ
ラ
ン
フ

一
族
）
が
実
権
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
。

参
考
文
献

『
フ
フ
・
ト
グ
』（
青
旗
紙
）、
満
洲
国
首
都
新
京
青
旗
社
。

『
オ
ラ
ー
ン
・
バ
ラ
』（
丙
寅
誌
）、
満
洲
国
興
安
西
省
開
魯
蒙
文
学
会
。

『
偽
満
州
国
政
府
公
報
全
編
』、
線
装
書
局
、
二
〇
〇
九
年
。

王
家
騄
「
我
所
知
道
的
布
和
格
什
格
」、『
奈
曼
旗
文
史
資
料
』
第
一
輯
、
一
九
八
六
年
。

王
家
騄
未
刊
手
稿
「
関
於
布
和
格
什
格
」（
一
九
八
九
年
？
）。

達
瓦
敖
斯
楽
「
布
和
克
什
格
創
立
的
蒙
文
学
会
」、『
内
蒙
古
文
史
資
料
』
第
二
七
輯
、
一
九
八
七
年
。

達
瓦
敖
斯
楽
「
我
的
経
歴
見
聞
」、『
内
蒙
古
文
史
資
料
』
第
三
一
輯
、
一
九
八
八
年
。
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エ
ル
デ
ニ
ト
ク
ト
ホ
『
モ
ン
ゴ
ル
族
教
育
文
献
資
料
匯
編
』、
内
モ
ン
ゴ
ル
教
育
出
版
社
、
一
九
八
三
年
（Erdeni-to γtohu, m

ong γul ündüsüt-
en-ü sur γan köm

öjil-ün bicig barim
ta, Ö

bür m
ong γul-un surgan hum

ujil-un keblel-ün qoriy-a, 1983

）。

サ
ー
ラ
ン
「
回
想
父
親
ロ
ル
ゴ
ル
ジ
ャ
ブ
」、『
貢
格
爾
草
原
』
総
第
二
期
、
二
〇
〇
九
年
（Ergiculul deki abu-Rol γarjau, gungur-ün talaa, 

N
o.2, 2009

）。

ハ
イ
シ
ッ
ヒ
著
、
田
中
克
彦
訳
『
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
と
文
化
』、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
。

エ
ル
デ
ム
ト
、
ボ
ヤ
ン
ト
ク
ト
ホ
『
ブ
フ
ヘ
シ
ク
と
彼
の
モ
ン
ゴ
ル
文
学
会
』、
内
モ
ン
ゴ
ル
文
化
出
版
社
、
一
九
九
三
年
（Erdem

tü, Buyan-
to γtaqu nayira γulun jokiyaba, Bökekesig kiged T

egün-ü M
ong γul U

dq-a-yin Sur γal-un Q
ural, Ö

bür m
ong γul-un soyol-un ke-

blel-ün qoriy-a, 1993
）。

N
a.

ア
ル
タ
ン
シ
ャ
著
『
モ
ン
ゴ
ル
文
化
名
人
録
』、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
（N

a.A
ltansa: Ö

b soyol-un örlög darqad, 
Ö

bür m
ong γul-un arad -in keblel-ün qoriy-a, 1998

）。

テ
ク
ス
チ
ョ
ク
ト
、
王
秀
蘭
著
『
モ
ン
ゴ
ル
語
紙
誌
史
概
説
』、
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
（T

egüsco γtü, W
ang xiu lan, 

M
ong γul sonin setgül-ün teüke-in toim

o, Ö
bür m

ong γul-un yeke sur γa γuli-un keblel-ün qoriy-a, 1999

）。

ナ
ラ
ン
ゲ
レ
ル
「
中
共
に
よ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
騎
兵
部
隊
の
解
散
ま
で
の
軌
跡
：
モ
ン
ゴ
ル
騎
兵
チ
ベ
ッ
ト
鎮
圧
の
知
ら
れ
ざ
る
実
像
を
求
め
て
」、

『
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
』
第
四
九
巻
第
一
号
（
総
一
二
九
号
）、
二
〇
一
四
年
。

フ
フ
バ
ー
ト
ル
：「
植
民
地
の
こ
と
ば
：
日
本
語
が
モ
ン
ゴ
ル
語
に
与
え
た
影
響
─
『
満
州
国
』
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
近
代
語
彙
の
形
成
と
淘
汰
」、

『
和
光
大
学
人
間
学
部
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
七
年
。

Ba.

ス
ヘ
ー
『
ブ
フ
ヘ
シ
ク
と
「
オ
ラ
ー
ン
・
バ
ラ
」
紙
研
究
』、
内
モ
ン
ゴ
ル
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
（Ba.Suke, Bökekesig kiged 

“ula-
gan bars

” setgül-ün sudulul, Ö
bür m

ong γul-un soyol-un keblel-ün qoriy-a, 2003

）。

楊
海
英
『
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
の
は
ざ
ま
で
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
。

克·

莫
日
根
『
克
興
額
─
一
個
科
爾
沁
蒙
古
人
』、
内
蒙
古
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

宮
脇
淳
子
『
世
界
史
の
な
か
の
満
洲
帝
国
と
日
本
』、W

A
C BU

N
K

O

、
二
〇
一
〇
年
。
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注

筆
者
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
の
モ
ン
ゴ
ル
族
出
身
の
院
生
を
対
象
に
「
ブ
フ
ヘ
シ
ク
と
は
ど
ん
な
人
物
か
」
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
戦
前
日
本
人
に
よ
り
毒
殺
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
民
族
主
義
者
、
進
歩
的

文
化
人
」
と
答
え
た
。

さ
ら
に
『
日
本
の
宗
教
見
学
』
も
出
版
し
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

達
瓦
敖
斯
楽
「
布
和
克
什
格
創
立
的
蒙
文
学
会
」『
内
蒙
古
文
史
資
料
』
第
二
七
輯
、
一
九
八
七
年
、
二
〇
九
頁
。

ハ
イ
シ
ッ
ヒ
（
田
中
克
彦
訳
）『
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
と
文
化
』、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
四
〇
頁
。

『
フ
フ
・
ト
グ
』（
青
旗
）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
一
年
八
校
、
四
二
年
二
十
校
、
四
三
年
十
校
、
四
四
年
六
校
、
四
五
年
二
校
が
建

て
ら
れ
た
。

ハ
イ
シ
ッ
ヒ
『
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
と
文
化
』、
三
二
九
頁
。

Erdem
tü, Buyanto γtaqu nayira γulun jokiyaba 1993, Bökekesig kiged T

egün-ü M
ong γul U

dq-a-yin Sur γal-un Q
ural, 

Ö
bür m

ong γul-un soyul-un keblel-ün qoriy-a, pp.94-95.
Erdem

tü, p.93.

フ
フ
バ
ー
ト
ル
「
植
民
地
の
こ
と
ば
：
日
本
語
が
モ
ン
ゴ
ル
語
に
与
え
た
影
響
─
『
満
州
国
』
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
近
代
語
彙
の
形
成
と

淘
汰
」『
和
光
大
学
人
間
学
部
紀
要
』、
第
二
号
、
一
九
九
七
年
。

W
ang M

antu γa  γullun nayira γulun, M
ong γul –un teuke-un toil, Ö

bür m
ong γul-un arad -in keblel-ün qoriy-a,1999; 

Ba.Geleltu tailburilegsen, m
ong γul jokiyal-un onol ugulekui-in ub sugulte, 2003

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

内
モ
ン
ゴ
ル
・
ケ
シ
ク
テ
ン
旗
出
身
の
政
治
家
で
満
州
国
の
官
吏
。
実
業
家
、
対
日
協
力
者
。

満
洲
国
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
人
有
力
者
。

Erdeni-to γtohu, m
ong γul ündüsüten-ü sur γan köm

öjil-ün bicig barim
ta, Ö

bür m
ong γul-un surgan hum

ujil-un keblel-ün 
qoriy-a ,1983, p.303.

同
書
は
、
エ
ル
デ
ニ
ト
ク
ト
ホ
の
文
集
の
一
巻
と
し
て
再
版
さ
れ
た
（
内
モ
ン
ゴ
ル
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

満
洲
国
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
文
学
・
教
育
・
出
版
な
ど
の
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

一
九
二
〇
年
代
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
民
族
独
立
運
動
の
指
導
者
。
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近
代
モ
ン
ゴ
ル
の
著
名
な
出
版
活
動
家
。
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
活
版
印
刷
技
術
を
完
成
し
た
。

満
洲
国
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
人
有
力
者
。

満
洲
国
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
人
有
力
者
。

楊
海
英
『
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
の
は
ざ
ま
で
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
九
八
頁
。

宮
脇
淳
子
『
世
界
史
の
な
か
の
満
洲
帝
国
と
日
本
』、W

A
C BU

N
K

O

、
二
〇
一
〇
年
、
二
七
二
頁
。

内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
ト
メ
ト
旗
出
身
の
モ
ン
ゴ
ル
人
（
一
九
〇
六
～
一
九
八
八
）。
戦
後
、
東
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
と
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和

国
臨
時
政
府
を
解
体
し
た
共
産
党
員
。
中
国
共
産
党
の
協
力
の
も
と
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
主
席
と
な
っ
た
。

ナ
ラ
ン
ゲ
レ
ル
「
中
共
に
よ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
騎
兵
部
隊
の
解
散
ま
で
の
軌
跡
─
モ
ン
ゴ
ル
騎
兵
チ
ベ
ッ
ト
鎮
圧
の
知
ら
れ
ざ
る
実
像
を
求
め

て
」、『
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
』
第
四
九
巻
第
一
号
（
総
一
二
九
号
）、
二
〇
一
四
年
。

内
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ャ
ハ
ル
部
生
ま
れ
（
一
九
〇
二
～
一
九
六
六
）。
本
名
は
ド
ム
チ
ョ
ク
ド
ン
ロ
プ
。
近
代
内
モ
ン
ゴ
ル
独
立
運
動
の
首
唱

者
・
推
進
者
。
対
日
協
力
者
。

内
モ
ン
ゴ
ル
・
ゾ
ス
ト
盟
ト
メ
ト
右
旗
生
ま
れ
（
一
八
九
二
～
一
九
七
〇
）。
関
東
軍
の
協
力
の
も
と
、
蒙
古
軍
総
司
令
や
蒙
古
聯
盟
自
治

政
府
副
主
席
な
ど
を
歴
任
し
た
。
対
日
協
力
者
。

興
安
盟
档
案
館
、
旧
〈
内
〉
一
二
七
案
巻
、
一
九
五
八
年
付
、
二
八
頁
。

モ
ン
ゴ
ル
人
地
域
と
漢
人
人
口
が
絶
対
的
多
数
を
占
め
る
綏
遠
省
と
を
合
併
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
全
体
に
お
い
て
漢
人
が
モ

ン
ゴ
ル
人
を
凌
駕
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
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